
３
月
２
日
土
曜
日
の
衆
議
院
で
令
６
年

度
予
算
案
が
可
決
し
た
の
ち
、
３
月

日

に
参
議
院
で
も
可
決
し
成
立
い
た
し
ま
し

た
。
国
民
の
皆
様
の
生
活
に
直
結
す
る
令

和
６
年
度
予
算
を
年
度
内
に
成
立
と
な
っ

た
こ
と
は
与
党
議
員
と
し
て
大
事
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
嬉
し
く
思
う

と
同
時
に
、
予
算
成
立
に
向
け
て
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
が
議
長
国
と
し
て
３
月

日
〜1

3

日
に
お
い
て
、
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
会

議
員
連
合
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
）
」
の
第

回
理

事
会
、
第

回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
の
日
本
側
の
事
務
局
長
代
理
と

し
て
、
１
年
以
上
前
か
ら
準
備
を
始
め
、

当
日
の
会
議
に
出
席
す
る
な
ど
ホ
ス
ト
国

と
し
て
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
は
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
現
在
ま
で
続
く
、
議
員
外
交
の

場
を
通
じ
て
政
府
間
の
外
交
を
補
完
し
つ

つ
「
自
由
と
民
主
主
義
を
達
成
維
持
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
恒
久
の

平
和
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
、
日
本
が
主
導
し
設
立
さ
れ
た
会

議
で
す
。
付
け
加
え
る
と
、
台
湾
が
参
加

す
る
議
員
外
交
の
場
の
一
つ
で
す
。
台
湾
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
国

な
ど
、
「
自
由
と
民
主
主
義
」
や
「
法
の

支
配
」
な
ど
の
価
値
を
共
有
す
る

カ
国

計

名
の
国
会
議
員
が
一
堂
に
会
し
、
素

直
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
「
気
候
変
動
対
策
、
防
災
・
減

災
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
後
、
共
同
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
に
調
印
し
、
成
立
さ
せ
る
こ
と

で
き
ま
し
た
。
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
み

な
ら
ず
太
平
洋
島
嶼
国
に
も
影
響
力
を
強

め
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
中
国
の
強

ま
る
影
響
を
警
戒
す
る
声
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
政
府
間
で
の
公
式
な
外
交
の

み
な
ら
ず
、
立
法
府
の
議
員
と
し
て
日
本

や
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
繁
栄
に

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

３
月

日
に
は
第

回
自
民
党
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
政
治
資
金
に
お
け
る
収

支
報
告
書
不
記
載
の
問
題
の
再
発
防
止
に

向
け
て
岸
田
総
裁
よ
り
「
深
い
反
省
の
上

に
政
治
の
信
頼
回
復
に
向
け
、
先
頭
に

立
っ
て
自
民
党
改
革
、
政
治
改
革
を
断
行

す
る
」
と
力
強
く
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

日
経
平
均
株
価
が
初
め
て
４
万
円
台
を
記

録
、
賃
上
げ
率
は
５
．
２
５
％
と
な
り
、

1
7

年
ぶ
り
の
利
上
げ
も
日
銀
が
実
施
。
日

本
経
済
が
上
向
き
、
デ
フ
レ
か
ら
の
完
全

脱
却
に
向
け
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ

て
き
て
い
ま
す
。

党
所
属
の
若
手
国
会
議
員
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
「
政
治
の
当
た
り
前
」
や
「
永

田
町
の
常
識
」
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

信
頼
回
復
に
向
け
て
一
歩
一
歩
、
改
革
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
民
の
皆
様
、
日
本
の
た
め
に
、
引
き

続
き
現
地
現
場
主
義
を
心
が
け
、
責
任
感

と
緊
張
感
を
持
っ
て
一
意
専
心
、
職
務
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２

年
７
月
９
日
生
ま
れ
。

歳
。
豊

橋
南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。

歳
、
レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス

タ
ー
ト
。

歳
、
単
身
渡
欧
。

歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド

ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。

歳
、
帰

国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ

ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就

任
。
２
０
１
９
年
第

回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。

２
０
２
１
年
第

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代

表
）
に
自
民
党
公
認
で
立
候
補
し

初
当
選
。
前
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
兼
復
興
大
臣
政
務
官
。
現
在
、

国
連
世
界
食
糧
計
画
国
会
議
員
連

盟

事
務
局
長
、
自
由
民
主
党
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟

事

務
局
長
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
た
め
の
国
産
バ
イ
オ
燃
料
・

合
成
燃
料
を
推
進
す
る
議
員
連
盟

事
務
局
次
長
な
ど
を
務
め
る
。
日

本
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
を
話
す

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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アジア・太平洋国会議員連合（APPU）
第86回理事会及び第52回総会に
事務局長代理として参加。

APPUは「台湾」が参加する数少ない
国際組織であり、今年は日本を開催国

として「気候変動‐巨大災害に対する防災
減災」をメイン・テーマに

３日間にかけて開催されました

青年局・女性局合同で靖国神社へ。
同期や県連青年局・青年部・学生部の若
い皆さんと共に参拝させて頂きました。

カール・スカウ国連世界食糧計画
（WFP）副事務局長にお越し頂きました。

WFP議連事務局長として出席し、
意見交換いたしました。

日本・台湾・パラオ国会議員交流会
2024に参加。

更なる友好関係発展に向けた取組みについて
各国より発言頂いたのち、

閉会挨拶をさせて頂きました。

さわらび学園中部福祉保育医療専門学校
卒業式に参加。

祝辞を述べさせていただきました。

台湾訪日団による麻生太郎副総裁への
表敬訪問に、青年局国際副部長として
出席し、意見交換をさせて頂きました。
午後には、自民党青年局・台湾訪日団
昼食懇談会にて司会進行を務めさせて

いただきました。

令和6年能登半島地震に関する被災者支援募金への協力のお願い

【令和６年能登半島地震被災者支援募金口座】

金融機関：北國銀行県庁支店
口座番号：（普）２８５９３
口座名義：石川県令和6年能登半島地震災害義援金

本年1月1日、能登半島を震源とする最大震度7を記録する地震が発生しました。
石川県はじめ広範囲に及ぶ被災地は、家屋の倒壊、火災など甚大な被害を
受けております。

どうか皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

自由民主党モータースポーツ振興議員
連盟総会を開催し、国会議員の先生方
をはじめ、関連団体、メーカーそして
チャンピオンドライバーの方々に
ご参加いただき、事務局長として

司会をさせて頂きました。

第91回自由民主党大会へ。
岸田総裁からは冒頭謝罪があり、

「自民党を変える」「日本の明日を創る」
強い決意が語られました。

新人支部長の紹介もありました！

NTTe-City Labo（NTT中央研修センタ）を
視察させていただきました。

最先端のデジタル技術を活かした循環型
ミライの実現へ向けた取り組みを見学

体験させて頂きました。
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